
上 十 三 地 区 森 林 組 合 令和 4 年 2 月 1 日 （1）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当組合は皆伐再造林を推進します！！ 

 

組合員数及び出資金額 R3.3.31 現在 

組合員数 2,369 人 

出資口数 263,789 口 

出資金額 131,894,500 円 

発行者 上十三地区森林組合 

十和田市西二十二番町 4 番 9号 

〒034-0094 

電話 0176-23-5011 

FAX  0176-23-0722 

平
素
よ
り
䣍
組
合
運
営
に

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
䣍
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
䣎 

 

さ
て
䣍
令
和
２
年
度
は
䣍

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
䣍

外
出
や
営
業
活
動
の
自
粛
な

ど
を
強
い
ら
れ
る
事
態
と
な

り
䣍
国
内
経
済
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
䣎 

ま
た
䣍
県
内
外
に
お
い
て

も
䣍
日
常
生
活
や
社
会
活
動

が
一
変
し
䣍
林
業
・
木
材
産

業
に
お
け
る
䣍
住
宅
着
工
の

停
滞
に
よ
る
木
材
需
要
の
減

少
䣍
価
格
の
下
落
等
䣍
森
林

組
合
も
多
大
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
䣎
今

後
も
内
外
経
済
や
金
融
資
本

市
場
の
変
動
等
の
影
響
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
䣎 

 

ま
た
䣍
地
球
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
が
䣍

30
年
前
よ
り

15
％
ほ
ど
上
昇
し
䣍
オ
ゾ
ン

層
が
破
壊
さ
れ
䣍
地
球
温
暖

化
や
海
水
温
の
上
昇
な
ど
䣍

世
界
的
規
模
で
の
気
候
変
動

が
起
こ
䣬
て
お
り
ま
す
䣎 

 

日
本
で
も
異
常
気
象
や
自

然
災
害
が
深
刻
化
し
て
き
て

お
り
䣍
山
地
災
害
防
止
に
向

け
䣍
水
源
涵
養
や
土
砂
流
出

防
止
等
䣍
森
林
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
強
化
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
り
䣍
こ
れ
を
担
う

森
林
組
合
の
基
盤
強
化
や
事

業
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
䣎 

 

こ
の
よ
う
な
中
䣍
２
年
目

を
迎
え
た
森
林
経
営
管
理
シ

ス
テ
ム
や
森
林
環
境
譲
与
税

の
運
用
が
本
格
化
し
て
き
て

お
り
䣍
各
自
治
体
と
の
連
携

及
び
情
報
共
有
と
事
業
執
行

体
制
の
強
化
に
努
め
䣍
制
度 

 

の
適
切
な
運
用
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
䣎 県

内
に
お
い
て
は
䣍
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
䣍
木
材
流
通
が

停
滞
し
䣍
一
時
は
丸
太
が
滞

留
し
ま
し
た
が
䣍
後
半
に
入

り
䣍
六
戸
町
の
L
V
L
工
場

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等

が
順
調
に
稼
働
し
だ
し
た
こ

と
で
䣍
木
材
需
要
の
高
ま
り

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
䣎 

し
か
し
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
る
需
要
の
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
䣎 

令
和
２
年
度
䣍
当
組
合
に

お
い
て
は
䣍
各
事
業
を
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
䣍
事

業
総
収
益
で
は
䣍
計
画
比

110
％
と
な
る
䣍
７
億
６
千
万

円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
䣎 

 

特
に
販
売
部
門
に
お
い
て

は
䣍
組
合
員
並
び
に
青
森
県

森
林
組
合
連
合
会
か
ら
の
ご

支
援
を
賜
り
䣍
事
業
総
収
益

の
78
％
に
あ
た
る
䣍
５
億
９

千
７
百
万
円
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
䣎
森
林
整

備
事
業
に
お
い
て
も
䣍
直
営

作
業
班
の
育
成
・
労
働
力
確

保
に
努
め
た
ほ
か
䣍
皆
伐
後

の
再
造
林
及
び
保
育
等
に
５

百
39
万
円
を
助
成
す
る
等
䣍

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
䣎
防
災
林
事
業
に
つ
い
て

は
䣍
作
業
の
効
率
化
を
図
り
䣍

計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
䣎 

最
後
に
䣍
令
和
２
年
度
決

算
に
つ
き
ま
し
て
は
䣍
組
合

員
の
皆
様
の
ご
支
援
䣍
関
係

機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
䣍
計
画
を
上
回
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
䣎
今
後
も
役
職

員
一
丸
と
な
䣬
て
組
合
運
営

に
あ
た
り
䣍
地
域
林
業
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
䣍
組
合
員

の
皆
様
に
は
䣍
格
段
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
䣎 

 

 

組 

合 

長 

ご 

挨 

拶 

 
 

上
十
三
地
区
森
林
組
合 

 
 
 

代
表
理
事
組
合
長 

戸
来

へ

ら

い 

恒
夫

つ

ね

お 

令和 2 年度損益計算書    R3.3.31 現在 

科   目 小   計 合   計 

Ⅰ事業総損益 

１．事業総収益    

２．事業総費用 

事業総利益 

円 

761,245,387 

602,753,637 

 

円 

 

 

158,491,750 

Ⅱ事業損益 

事業管理費 

事業利益 

 

151,551,588 
 

 

6,940,162 

Ⅲ経常損益 

１．事業外収益 

２．事業外費用 

事業外損益 

経常利益 

 

6,005,065 

164,837 

          

 

 

 

 

5,840,228 

12,780,390 

Ⅳ特別損益 

１．特別収益 

２．特別損失 

特別損益 

 

431,661 

2 

 

 

 

 

431,659 

税引前当期純利益 

法人税及び住民税額 

当期剰余金 

前期繰越剰余金 

当期未処分剰余金 

 

 

 

 

 

13,212,049 

4,667,600 

8,544,449 

14,835,287 

23,379,736 

 
県
森
連
木
材
市
況 

(

令
和
3
年
10
月
市
況) 

 

概 

況 
 

各
セ
ン
タ
䤀
と
も
に
山
元
販
売

が
主
で
あ
り
䣍
入
荷
に
関
し
て
は
䣍

ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
と
も
に
合
板
材

が
概
ね
䣎
市
況
に
つ
い
て
は
䣍
全

般
的
に
前
年
度
に
比
べ
強
䣎
合
板

ス
ギ
四
ｍ
中
目
も
強
䣎
カ
ラ
マ
ツ

二
ｍ
・
四
ｍ
䣍
A
材
・
合
板
材
も

強
含
み
䣎 

  

入
札
状
況 

 

令
和
3
年
10
月
に
各
木
材
流

通
セ
ン
タ
䤀
で
実
施
さ
れ
た
ス

ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
・
広
葉
樹
他
の
入

札
で
は
䣍
総
物
口
数
䣍
百
十
七
口
䣍

落
札
率
100
％
䣎 

  

市
況
䥹
㎥
単
価
䥺 

䥹
10
月
実
施
素
材
販
売
入
札
䣍
十

和
田
・
津
軽
・
下
北
セ
ン
タ
䤀
山

元
販
売
䥺 

  

ス
ギ
䥹
一
般
䥺 

長
級
四
ｍ
φ
六
䦅
十
八
cm 

八

千
三
百
円
強
䣍
φ
十
一
䦅
十
八
cm 

七
千
円
強
䣍
φ
十
八
cm
上 

八
千

七
百
円
䦅
一
万
二
千
百
円
䣍
長
級

二
ｍ
φ
二
十
䦅
三
十
六
㎝ 

九

千
百
円
強
䣎
長
級
三
ｍ
φ
十
八
䦅

三
十
二
㎝ 

一
万
千
七
百
円
䣎
長

級
一
・
九
ｍ
φ
二
十
䦅
三
十
四
㎝

七
千
円 

ス
ギ
䥹
合
板
䥺 

長
級
四
ｍ
φ
十
六
䦅
三
十
四
cm 

一
万
千
三
百
円
䣍
φ
十
六
䦅
十
八

㎝ 

六
千
八
百
円
䣎
長
級
二
ｍ
φ

十
六
䦅
三
十
二
cm 

九
千
八
百

円
䣎 

 

ス
ギ
䥹
パ
ル
プ
䥺 

長
級
四
ｍ 

六
千
八
百
円
䦅
七
千

五
百
円
䣎 

長
級
二
ｍ 

五
千
五
百
円
䦅
七
千

七
百
円
䣎 

  

カ
ラ
マ
ツ
䥹
合
板
䥺 

長
級
四
ｍ
φ
十
八
䦅
三
十
八
cm 

一
万
六
千
円
䣎 

カ
ラ
マ
ツ
䥹
合
板
䥺 

長
級
二
ｍ
φ
十
八
cm
䦅
四
十
cm 

一
万
四
千
五
百
円
䣎 

カ
ラ
マ
ツ
䥹
パ
ル
プ
䥺 

長
級
二
ｍ
φ
十
cm 

五
千
五
百

円
䣎 

  

広
葉
樹
䥹
パ
ル
プ
䥺 

長
級
二
・
二
ｍ 

七
千
九
二
百
円

強
䣎 

 

参
考
資
料 

林
業
会
報
令
和
3

年
10
月
号
䣎
䥹
表
記
単
価
は
同
寸

法
単
価
の
平
均
値
䥺 

   

     
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

組
合
員
が
死
亡
し
た
又
は
住
所
が
変
わ
勂
た
が
劣
ま
だ
名
義
変
更
や
住
所
変
更
を
届
け
て
い
な
い
方 

は
劣
管
理
課
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
劤
尚
劣
組
合
員
死
亡
に
伴
う
名
義
変
更
に
つ
い
て
は
劣
山
林
相
続

後
⎡
届
出
と
な
り
ま
す
劤 

ま
た
劣
山
林
の
売
却
な
ど
に
よ
り
劣
登
記
山
林
が
千
㎡
以
下
に
な
⌣
た
場
合
劣
組
合
員
資
格
が
喪
失
さ

れ
る
た
め
脱
退
届
⎡
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
劤 

 

       令和 2 年度貸借対照表    R3.3.31 現在 

資 産 の 部 負 債 の 部 

 
現金 
預金 
売掛金 
未収金 
棚卸資産 
立替金 
雑資産 
 
 
 
 
流動資産合計 

円 

156,655 

250,586,642 

68,375,431 

12,921,137 

138,022,399 

8,146,151 

200,000 

 

 

 

 

478,408,415 

 
受託販売預り金 
買掛金 
未払金 
未払法人税等 
預り金等 
前受金 
 
流動負債合計 

円 

14,475,528 

855,877 

58,048,905 

11,701,800 

22,094,477 

65,332,962 

 

172,509,549 

長期借入金 
退職給与引当金 
固定負債合計 

37,805,800 

43,930,190 

81,735,990 

負債合計 254,245,539 

 
有形固定資産 
無形固定資産 
外部出資 
その他固定資産 
 
 
 
固定資産合計 

 

158,035,680 

236,000 

21,112,000 

41,350 

 

 

 

179,425,030 

出資金 
法定準備金 
損失補填積立金 
役員退任慰労金積立金 

組合員奨励積立金 

当期未処分剰余金 
資本準備金 
 
純資産合計 

131,894,500 

128,908,751 

104,019,419 

2,618,000 

12,000,000 

23,379,736 

767,500 

 

403,587,906 

資産合計 657,833,445 負債・純資産合計 657,833,445 

 

   

令
和
3
年
6
月
7
日
に
当
選
さ
れ

ま
し
た
䣎䥹
任
期 

令
和
3
年
6
月
21

日
よ
り
令
和
6
年
6
月
20
日
ま
で
䥺 

 

1
区
䥹
十
和
田
市
䥺 

程
川
喜
一
郎
䣍
今
泉
信
明
䣍
加
賀
沢

秀
美
䣍
佐
々
木
清
二
䣍
戸
來
敏
夫
䣍

山
﨑
勝
克
䣍
谷
島
明
裕
䣍
豊
川
武
弘
䣍

畑
山
穠
見
䣍
成
田
秀
一
䣍
栗
山
純
一
䣍

斗
沢
鉄
男
䣍
関
口
昌
司
䣍
滝
沢
惣
吉
䣍 

斗
澤
実
䣍
畑
山
靖
雄
䣍
笹
森
金
太
郎
䣍 

小
山
田
訓
䣍
平
舘
龍
太
郎
䣍
松
田
満
䣍 

松
田
直
䣍
田
端
亮
一
䣍
中
川
原
和
雄
䣍 

上
明
戸
亨
一
䣍
以
上
24
名 

  

2
区
䥹
十
和
田
市
䥺 

浦
田
和
広
䣍
中
沢
豊
䣍
福
沢
裕
彦
䣍

福
沢
繁
雄
䣍
沢
目
武
志
䣍
沢
目
勝
弘
䣍

沢
目
政
雄
䣍
中
野
渡
不
二
男
䣍
中
野

渡
富
太
郎
䣍
中
野
渡
均
䣍
中
野
渡
哲

男
䣍
石
井
新
一
䣍
米
田
均
䣍
米
田
幸

雄
䣍
佐
々
木
実
䣍
米
田
實
䣍
佐
々
木

求
䣍
佐
々
木
新
一
䣍
久
野
文
夫
䣍
山

田
清
徳
䣍
田
島
善
之
助
䣍
野
月
諭
䣍

野
月
和
夫
䣍
芋
田
剛
䣍
田
中
冨
嗣
䣍

坪
勝
章
䣍
小
田
正
喜
䣍
佐
藤
孝
志
䣍

簗
場
信
道
䣍
簗
場
弘
美
䣍
立
崎
繁
一
䣍

山
崎
憲
忠
䣍
山
端
豊
明
䣍
田
高
惣
次
䣍

田
高
貞
三
郎
䣍
甲
田
隆
博
䣍
斗
沢
善

三
郎
䣍 

以
上
37
名 

  

3
区
䥹
十
和
田
市
䥺 

工
藤
彰
一
䣍
和
田
幸
雄
䣍
小
笠
原
杉

雄
䣍
古
舘
専
一
䣍
野
崎
義
弘
䣍
野
崎

規
良
䣍
石
倉
松
夫
䣍
鶴
田
秀
夫
䣍
郡

川
行
男
䣍
大
久
保
忠
雄
䣍
川
上
正
䣍

工
藤
幸
男
䣍
工
藤
敬
吉
䣍
工
藤
和
男
䣍

漆
舘
良
定
䣍
高
屋
重
信
䣍
今
泉
重
喜
䣍 

力
石
光
弘
䣍
今
泉
善
志
郎
䣍
佐
々
木

敬
司
䣍
舛
沢
竜
一
䣍
漆
舘
日
出
夫
䣍

杉
沢
祐
一
䣍
前
山
規
䣍
山
口
博
治
䣍

石
川
幸
雄
䣍
端
康
広
䣍
佐
藤
一
男
䣍

久
保
充
雄
䣍 

以
上
29
名 

 

4
区
䥹
三
沢
市
䥺 

山
本
剛
志
䣍
桑
嶋
昇
䣍
大
山
誠
治
䣍 

種
市
嗣
彦
䣍
種
市
金
雄
䣍
種
市
勝
行
䣍 

高
橋
勝
美
䣍
豊
川
健
吉
䣍
冨
田
和
美
䣍 

髙
橋
和
男
䣍
菊
田
章
宏
䣍
駒
沢
俊
美
䣍 

以
上
12
名 

  

5
区
䥹
三
沢
市
䥺 

沼
田
石
䣍
新
堂
栄
一
䣍
新
堂
学
䣍
馬

場
秋
夫
䣍
新
山
健
一
䣍
堀
内
喜
久
一
䣍 

長
谷
川
雅
雄
䣍
浪
岡
貞
藏
䣍
久
保
忠

美
䣍
一
戸
実
䣍
田
嶋
功
一
䣍
赤
沼
昇
䣍 

以
上
12
名 

 

新
総
代
⎡
紹
介 

6
区
䥹
六
戸
町
䥺 

鳥
越
正
信
䣍
林
義
明
䣍
田
中
孝
雄
䣍

田
中
豊
博
䣍
佐
藤
勝
則
䣍
高
舘
孝
䣍 

竹
内
秀
吉
䣍
吉
田
桓
紀
䣍
種
市
正

孝
䣍
鈴
木
大
亮
䣍
鍋
久
保
真
人
䣍

吉
田
盛
栄
䣍
保
土
澤
定
志
䣍
成
田

一
高
䣍 

以
上
14
名 

 

7
区
䥹
六
戸
町
䥺 

山
辺
昭
浩
䣍
金
沢
秀
喜
䣍
武
田
久

志
䣍
沼
田
定
雄
䣍
田
高
廣
美
䣍
吉

田
健
一
䣍
斎
藤
正
䣍
横
手
正
志
䣍

沖
沢
民
治
䣍 

以
上
9
名 

  

8
区
䥹
お
い
ら
せ
町
䥺 

小
向
厚
子
䣍
吉
田
満
䣍
田
中
正
衛
䣍 

二
川
目
隆
䣍
平
明
義
䣍
河
村
光
幸
䣍 

以
上
6
名 

  

9
区
䥹
お
い
ら
せ
町
䥺 

柏
崎
廣
子
䣍
松
林
静
子
䣍
松
林
政

彦
䣍
澤
上
幸
広
䣍
山
崎
隆
男
䣍
坂

井
田
皓
嗣
䣍
山
内
健
司
䣍
柏
崎
豊
䣍

北
向
勇
人
䣍
成
田
健
義
䣍
馬
場
巖
䣍

馬
場
雄
弘
䣍
田
中
富
栄
䣍 

以
上
13

名 
  

10
区
䥹
七
戸
町
䥺 

佐
藤
定
美
䣍
新
山
勝
昭
䣍
瀬
川
昭

二
䣍
橋
場
秋
男
䣍
土
岐
と
も
子
䣍

作
田
誠
䣍
駒
嶺
純
一
䣍
藤
賀
慶
二
䣍

鳥
谷
部
邦
男
䣍
太
田
秀
一
䣍
米
田

勝
也
䣍
濵
中
瑞
洋
䣍
戸
田
浩
正
䣍

仁
和
清
䣍
和
田
幸
悦
䣍
岡
村
誠
一
䣍 

馬
場
睦
奥
男
䣍
田
中
忠
則
䣍
福
田

昇
䣍
成
田
秀
光
䣍
成
田
國
雄
䣍
中

野
末
吉
䣍
阿
部
敏
䣍
瀬
川
龍
雄
䣍

山
口
光
雄
䣍
和
田
明
彦
䣍
髙
田
武

志
䣍
山
谷
新
一
䣍
浦
田
勲
䣍
荒
町

勇
一
䣍
工
藤
工
䣍
菊
地
弘
明
䣍
金

見
一
雄
䣍
中
村
藤
作
䣍
竹
内
武
強
䣍

山
田
昌
一
䣍
久
保
均
䣍
大
平
清
八
䣍 

作
田
安
喜
男
䣍
浦
田
一
博
䣍 

以

上
40
名 

  

11
区
䥹
東
北
町
䥺 

藤
嶋
洋
安
䣍
竹
内
淳
一
䣍
岡
山
義

忠
䣍
蛯
名
喜
幸
䣍 

以
上
4
名 



上 十 三 地 区 森 林 組 合 令和 4 年 2 月 1 日 （2）   

 

 

 

 

 

 

・木材販売課主事 福沢悠 

 

 

 

 

 

 

 

当
組
合
の
入
口
付
近 

↓

写
真
は
劣
上
の
地
図
の
赤
丸
か
ら
撮
影 

組 
 

合  

⎡ 
 

地 
 

図 

採
伐
ス
タ
⒫
フ
大
募
集
！ 

 

当
組
合
で
は
䣍
作
業
す
る
方
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
䣎
林
業
未
経
験
者
で

も
䣍
確
実
に
覚
え
る
ま
で
サ
ポ
䤀
ト
い

た
し
ま
す
䣎
林
業
に
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
！
当
組
合
へ
ご
連
絡
を
䣎 

 

職 

務 

分 

掌 

◎
管
理
部 

・
管
理
部
長 

川
崎
光
雄 

総
務
全
般
协
総
務
劣
指
導
部
門
に 

関
わ
る
事
卐 

〇
管
理
課
协
組
合
加
入
・
名
義
変
更
劣 

選
挙
関
連
等
劣
総
務
全
般
卐 

・
管
理
課
主
任 

妻
神
史
子 

・
管
理
課
主
事
协
兼
卐
佐
藤
福
夏 

・
管
理
課 

 
 

 
 

石
橋
孝 

  

◎
事
業
部 

・
事
業
次
長 

小
山
田
泰
治 

事
業
全
般
协
事
業
に
関
わ
る
事
卐 

〇
木
材
販
売
課
协
立
木
・
素
材
等
買
取
劣 

販
売
に
関
わ
る
事
卐 

・
木
材
販
売
課
長
协
兼
卐
小
山
田
泰
治 

・
木
材
販
売
課
係
長 

櫻
田
勝
久 

・
木
材
販
売
課
主
任 

盛
田
綾
子 

・
木
材
販
売
課
主
任 

向
中
野
政
和 

・
木
材
販
売
課
主
事 

福
沢
悠 

・
木
材
販
売
課
主
事 

仁
和
大
成 

 

〇
森
林
整
備
課
协
植
栽
・
保
育
事
業
劣 

購
買
等
劣
森
林
整
備
に
関
わ
る
事
卐 

・
森
林
整
備
課
係
長 

東
康
伸 

・
森
林
整
備
課
主
任
协
兼
卐
盛
田
綾
子 

・
森
林
整
備
課
主
事 

佐
藤
福
夏 

・
森
林
整
備
課
主
事 

伊
東
佐
智
子 

お問い合わせ先  上十三地区森林組合  

電  話  ０１７６-２３-５０１１ 

ＦＡＸ  ０１７６-２３-０７２２ 

正面
玄関 

 

 

 
建会 設

館 

石 川 
設 計 

労働福 

祉会館 

上十三地区森
林組合 

かわむらｸﾘﾆ
ｯｸ 

 
北園小学校 元青森 

銀 行 
マックス 
バリュー 
北園店 

JA 市民図書
館 

済誠会 
病 院 

ﾂﾙﾊ 
ﾄﾞﾗｯｸ 

駐   
車     
場   

 
 

 
中央病院 

市役
所 

県合同 庁  
舎 

官庁街通り 

家畜保健 
衛生所 

三本木 
薬局 

北園 
整骨院 

一方通行 

たん 
ちゃ亭 

 

苗
木
及
び
造
林
事
業
等
の
注
文
に
つ
い
て 

 

令
和
4
年
度
の
䣓
森
林
整
備
事
業
等
・
苗
木
・
諸
資
材
等
䣔
の
申
込
み
を
さ
れ
る
方
は 

左
記
を
参
照
し
䣍
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
䣍
お
願
い
致
し
ま
す
䣎 

 

＊
苗
木
の
不
足
䥹
注
文
件
数
に
対
し
て
䥺
及
び
䣍
人
材
不
足
に
よ
り
䣍
施
業
の
遅
れ
が
生 

じ
て
お
り
䣍
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
䣎
ま
た
䣍
組
合
と
致
し
ま
し
て
も
順
次
䣍
施
業
を 

進
め
て
参
り
ま
す
䣎
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
䣎 

令和 3 年 12 月 15 日 

令和 4 年度 造林用苗木、林業資材価格予定表（税抜き） 

 
申込期限 春季の苗木は令和 4 年 4 月 8 日(金)までにご連絡下さい。 

また、5 月上旬～中旬に苗木の配達を予定していますので、希望の方はご
連絡、若しくは事務所へおいでくださいますようお願いいたします。 

種 類 規 格 
価格

（円） 
種 類 規 格 

価格

（円） 

スギ苗木 3 年大 140 
林業肥料 

（ﾏﾙﾓﾘ 11 号） 
15kg 1,600 

  〃 3 年特大 140 ﾊﾁ毒吸引器  3,500 

ｽｷﾞｺﾝﾃﾅ苗  178 ﾊﾁ殺虫剤(大) 480ml 1,600 

カラマツ 2 年大 120 ﾊﾁ殺虫剤(小) 180ml 1,000 

ヒバ 大 350 はやうち枝打鋸 
2 段式 
（3.7m） 

15,000 

シバグリ 40～50cm 200 はやうち枝打鋸 
3 段式 
（4.9m） 

16,500 

コナラ 40～50cm 180 はやうち枝打鋸 
4 段式 
（6.3m） 

19,000 

ﾏｲﾀｹ榾木 5 本入 5,000 ﾊﾔｳﾁ枝打鋸替刃 
全長さ
共通 

7,000 

ｷﾉｺ種駒 

ﾋﾗﾀｹ、ﾑｷﾀｹ、 

ﾅﾒｺ,ｼｲﾀｹ他 

1 本 

（500駒入） 
1,500 ﾎﾜｲﾄﾍﾟﾚｯﾄ燃料 

1 袋 
（10kg） 

 550～ 

 

 

 令和 4 年度森林整備事業の申込みについて 

 

組合委託事業については、事業面積が 1 反歩以上である

こと。 

(1) 植 林 1 反歩当りの植栽本数は、ｽｷﾞ 210 本～ 

240 本、広葉樹は 300 本位が理想です。 

(2) 下 刈 1～5 年生までの人工林。 

(3) 除 伐 11～25 年生までの人工林。 

(4) 枝 打 11～30 年生までの人工林。 

(5) 間 伐 30～60 年生までの人工林。 

 事業実施や、補助金制度を活用される場合は、事前にご

相談くださるようお願い致します。 

申込みの際は、その山林の公図（図面）や所有を証明で

きるもの（謄本・要約書等）をご準備いただけますよう、

お願いいたします。 

＊注意  補助金を活用した山林については、実施年度の

翌年から 5 年間は、皆伐・転用ができませんので、ご注意

ください。 

 

 立木買取りについて 

 上十三地区森林組合では、立木を調査し買取りを行って

います。お気軽にご相談ください。 
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⑏
⑋
⑳
⑶
⑩
⑷
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⑩
⑷
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⑩
⑷
⑸
全
国
全
国
全
国
森
林
森
林
森
林
組
合
組
合
組
合
大
会
大
会
大
会   

 
 

令
和
3
年
10
月
28
日
⌏
⌗
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
⌘

に
お
い
て
6
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
森
林
組
合
大
会
が
開
催

さ
れ
⌏
上
十
三
地
区
森
林
組
合
が
⌏
林
野
庁
長
官
表
彰(

優

良
組
合
表
彰)

⏅
受
賞
い
た
し
ま
し
た
⌐ 

  
 

一
⌏
短
伐
期
施
業
に
よ
り
齢
級
構
成
の
平
準
化
の
推
進
⌐ 

 
 

一
⌏
⌕
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
⌖
の
取
組
み
に
よ
る
主
伐
・ 

 
 
 

再
造
林
の
効
率
化
の
推
進
⌐ 

 
 

一
⌏
短
コ
ロ
等
の
林
地
残
材
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に 

 
 
 

販
売
し
地
拵
え
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
⌣
た
⌐ 

 
 

一
⌏
系
統
購
買
事
業
を
利
用
し
て
⌏
高
性
能
林
業
機
械
を 

 
 
 

導
入
し
素
材
生
産
量
の
拡
大
を
図
⌣
た
⌐ 

 
 

等
⌏
組
合
長
を
は
じ
め
役
職
員
及
び
組
合
員
が
一
丸
と
な

⌣
て
⌕
循
環
型
林
業
⌖
を
目
指
し
取
組
ん
で
来
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
⌏
優
良
取
組
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
⌐ 

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
⌏⌕
循
環
型
林
業
⌖
の
推

進
に
よ
り
一
層
⌏
努
力
し
て
参
り
ま
す
⌐ 
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Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
全
国
森
林
組
合
大
会

全
国
森
林
組
合
大
会

全
国
森
林
組
合
大
会   

 

令
和
3
年
10
月
28
日
䣍䣕
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東
京
䣖 

に
お
い
て
6
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
森
林
組
合
大
会
が
開
催

さ
れ
䣍
上
十
三
地
区
森
林
組
合
が
䣍
林
野
庁
長
官
表
彰(

優 

良
組
合
表
彰)

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
䣎 

  

◎
伐
採
時
に
発
生
す
る
短
コ
ロ
等
の
林
地
残
材
を
木
質 

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
販
売
す
る
こ
と
で
地
拵
え
作
業 

の
低
コ
ス
ト
化
を
図
䣬
た
䣎 

 

◎
皆
伐
跡
地
が
放
置
さ
れ
な
い
よ
う
䣍
所
有
者
に
対
し 

 
 

再
造
林
・
下
刈
り
等
へ
の
補
助
金
嵩
上
げ
を
実
施
䣍 

 
 

組
合
員
負
担
を
軽
減
し
再
造
林
の
推
進
に
努
め
た
䣎 

 

◎
短
伐
期
施
業
に
よ
り
齢
級
構
成
の
平
準
化
の
推
進
䣎 

 

◎
䣓
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
䣔
の
取
組
み
に
よ
る
主
伐
・ 

 
 

再
造
林
の
効
率
化
の
推
進
䣎 

 

◎
系
統
購
買
事
業
を
利
用
し
て
䣍
高
性
能
林
業
機
械
を 

導
入
し
素
材
生
産
量
の
拡
大
を
図
䣬
た
䣎 

 

等
䣍
組
合
長
を
は
じ
め
役
職
員
及
び
組
合
員
が
一
体
と 

 

な
䣬
て
䣓
循
環
型
林
業
䣔
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
た 

 

こ
と
が
認
め
ら
れ
䣍
優
良
取
組
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ 

 

ま
し
た
䣎 
 
 

今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
て
䣍䣓
循
環
型
林
業
䣔
の
推 

 

進
に
よ
り
一
層
䣍
努
力
し
て
参
り
ま
す
䣎 

 

天
野
長
官
よ
り
表
彰
⏅
受
⎄
⎾
戸
来
組
合
長 

 

 

労働福祉
会館 かわむらク

リニック 

   
 

当
組
合
で
は
䣍
作
業
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
䣎 

 

林
業
未
経
験
者
で
も
䣍
確
実
に
覚
え
る
ま
で
サ
ポ
䤀
ト 

 

い
た
し
ま
す
䣎
林
業
に
興
味
の
あ
る
方
は
䣍
是
非
！ 

当
組
合
へ
ご
連
絡
を
䣎 

 

伐
採
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！ 

建設
会館 

求 人 内 容 
仕事
内容 

・植付、地拵、下刈作業、 
除伐、間伐、皆伐等 

賃 金 月額平均（月平均労働日数２２日） 
１７万６千円～１９万８千円 

雇用
期間 

雇用期間の定め あり 
契約更新の条件 勤務態度等 

賃金形態 通勤手当 あり 

賃 金 
締切日 
支払日 

賃金締切日 固定（月末） 
賃金支払日 固定（月末以外） 
翌月１０日 

就業
場所 

事務所から車で５分程度の貯木場を起点とし、社用車
で十和田市、三沢市、上北郡内の各現場へ移動しての
作業となります。 
屋内の受動喫煙対策あり（禁煙、屋外に喫煙所有） 

昇 給 あり 

賞 与  あり 

試用期間 試用期間あり ６ヵ月 

通勤 マイカー通勤 可、 駐車場 有 就業時間 変形労働時間制（１年単位） 
(1) ４月～１０月（夏時間） 
 7:30～17:00（休憩 130 分） 
(2)１１月～ ３月（冬時間） 
 7:30～16:30（休憩 100 分） 年齢 不問 

学歴 不問 時間外 
労働時間 

時間外労働あり 月平均８時間 

必要
経験 

不問 
 

休日等 日、祝日、その他、週休二日制 その他 
(年末年始、お盆、指定土曜日) 
６ヵ月経過後の年次有給休暇日数１０日 

必要
免許 

普通自動車運転免許必須 
（AT 限定不可） 

加入保険 雇用 労災 健康 厚生 
退職金共済加入、退職金なし 

※詳細につきましては相談に応じます。まずはご連絡を。 

 


